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■■  背背景景  
現 在 日 本 では廃 棄 食 品 の多 くがまだ食 べられ

る状 態 で捨 てられてしまう、いわゆる「食 品 ロス」と
なっている。また食 品 ロスの中 には、多 くの糖 を含
んだ廃棄飲料水も含まれている。これらの食品ロス
の増 加 が世 界 的 問 題 となっており、廃 棄 食 品 への
付加価値化が求められている。 

スクロースは砂 糖 の主 成 分 であり、食 品 や飲 料
水 中 に豊 富 に含 まれる。これまでの先 行 研 究 でス
クロースの水 熱 処 理 で得 たカーボンスフィア(CS)と
チタニアから構 成 するコア・シェル構 造 が、優 れた
可 視 光 応 答 型 光 触 媒 性 能 を持 つことが報 告 され
ている1）。 

本 研究 では糖 を多く含んだ飲料水を原 料 とした
可 視 光 応 答 型 光 触 媒 の開 発 を行 い、合 成 評 価 、
および性能評価を行った。 

 
■■  研研究究 内内容容  
１１．．ココカカ・・ココーーララをを用用 いいたたCCSSのの合合成成  

糖 を多 く含 んだコカ・コーラ溶 液 をオートクレー
ブに入 れ、175℃で4h水 熱 処 理 を行 うことでCSを
合 成 した。この際 、NaOHを添 加 してコカ・コーラ原
液 (pH=2.5)をpH=2.5〜１３の範 囲 で調 整 し、異 な
る条件で得たCSの効果を検討した。 

 
２２．．合合成成 ししたたCCSSのの表表 面面構構造造 評評価価  
  図 1のSEM像 から、調 整 したコカ・コーラ溶 液 の
pHが高くなるとCSの粒径が大きくなった。 
ま たCSの 表 面 官 能 基 の 変 化 を光 電 子 分 光 法

(XPS)で評 価 した。図 2からそれらの官 能 基 の含 有
量 は、pHが高 くなるにつれて増 加 していくのが確
認 できた。これらの結 果から糖 を多 く含 んだコカ・コ
ーラ溶 液 からCSの合 成 は可 能 であり、光 触 媒 反
応 反 応 に関 与 する表 面 官 能 基 はpHに依 存 するこ
とが確認された。 

 
３３..  可可視視光光応応 答答型型光光 触触媒媒 のの合合成成 とと性性 能能評評価価  
  コカ・コーラから合 成 したCSを核 としたコアシェ
ル型 可 視 光 応 答 型 光 触 媒 は、得 られたCS粉 体 と
チタン前 駆 体 (チタンアルコキシド)をエタノール/水
中 で撹 拌 混 合 した後 、オートクレーブ内 にて水 熱
処理(160℃,3h)することで合成した。それぞれの光

触 媒 材 料 の 可 視 光 照 射 に よ る メ チ ル オ レ ン ジ
(MO)の光 分 解 除 去 が確 認 できた。図 3より光 分 解
速 度 定 数 はpH中 性 付 近 でCSを合 成 すると最 大
になり、CSの表 面 官 能 基 の種 類 と量 が光 触 媒 活
性 に寄 与 することが示 唆 された。従って表⾯官能
基の制御が可能になれば、光触媒活性の向上
も可能になると考えられる。  

図 1 異なる pH で得た CS の SEM 像 
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図 2 各CS のXPS スペクトル 

図 3 反応速度定数 
の pH 依存性 
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